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本資料の取り扱いについて

◆本資料には、当社の将来の見通しや計画に関する記述が含まれていま

す。これらは、現時点で入手可能な情報や合理的と判断される仮定に基

づいておりますが、将来の事象や経済環境の変化により、実際の業績が

これらの記述と大きく異なる可能性があります。

◆特に記載がない限り、本資料に記載された財務データは、日本の一般

に認められた会計原則に基づいております。

◆当社は、今後の事業環境の変化等により将来の見通しを更新する必要

が生じた場合でも、法令や開示規則で求められる場合を除き、本資料の

内容を必ずしも修正・更新するものではありません。
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本資料の構成

第一部：経営環境と当社の動き

第二部：第19期（2025年8月期）業績報告

（１）エグゼクティブサマリー

（２）第19期（2025年8月期）連結業績

（３）第19期（2025年8月期）単体業績

（４）第20期（2026年8月期）業績予想

（５）その他トピックス

第三部：その他企業情報

（１）直近のリリース情報

（２）直近の展示会出展予定
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第一部：経営環境と当社の動き
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経営理念

ITを通じて、三方笑顔を創造し、

人類・社会の進歩発展に貢献します。

１．自己の良心をもって、信頼と安心を築き、三方笑顔を創造します。

２．早さを追求し、スピードあふれる行動をもって、三方笑顔を創造します。

３．新しいＩＴ技術、斬新なサービスをもって、三方笑顔を創造します。
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当社の取り組みの姿勢

人に変わる自動化に貢献して、

人類社会の進歩発展に貢献する

強みは「モノ認識」技術

そして、「モバイル」

キーワードは「自動化」
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世の中の背景（日本）

出典：「国土の長期展望」中間とりまとめ 概要（平成23年２月21日）国土審議会政策部会長期展望委員会 7



当社の動き

20期は、次の事業部に再編成して事業拡大を目指します

DX事業部 ハンディターミナルをモバイル化へ変革

NX事業部 RFIDや、AsCodeなど新しい認識技術を世に

IT事業部 受託開発に加え、当社パッケージを発表予定

AI事業部 顔認識に加え、AIカメラ等の販売も予定

LM事業部 リニアモーターを事業化
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DX事業部

ハンディターミナルを

モバイル化へ変革
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なぜスマートフォン（モバイル）なのか？

それは、スマートフォン端末のスペックが

業務端末などに比べて優秀だからです。
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これらの動きは、スマホ化された大手企業が立証
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“耳を塞がない”ヘッドセット「AsReader PTT」を発表

“Air伝導”による新しい音伝達方式を採用。

一般的な「骨伝導」ヘッドセットは、骨を振動させて音を伝えるため、音楽などの再生には適していますが、通話のように声域が

広い音声では“くすぐったい感覚”や“こもった音質”が生じることがありました。

「AsReader PTT」はこの振動を完全に排し、空気振動による自然な音の伝達を実現。耳を塞がず、かつ振動による不快感もない、

まったく新しい通話体験を提供します。

「AsReader PTT」は2025年11月より提供を開始いたします。

現場の「聞こえる」を変える

——耳を塞がないヘッドセット「AsReader PTT」登場。

耳を塞がずに使用できるヘッドセット「AsReader PTT（ピー・

ティー・ティー）」を新たに発表しました。

「AsReader PTT」は、作業中でも周囲の音を自然に聞き取ること

ができる、“耳を塞がない”設計が特長です。販売現場でのお客様の

声、製造現場での機械の異常音、医療機関での患者の小さな異変

など、作業者の聴覚を損なうことなく、確実なコミュニケーショ

ンを支援します。

耳を塞がない“Air伝導”方式により、快適で自然な通話環境を実現しました。



NX事業部

RFIDや、AsCodeなど

新しい認識技術を世に
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RFIDとは… 「Radio Frequency Identification」 の略

電波を用いてRFタグのデータを非接触で読み書きするシステム
電波が届く範囲であれば、タグが遠くにあっても読み取りが可能

あらゆるモノにRFタグがつけられることで、
モノまたは人の様々な状況変化を的確に捉えることが可能となります。

RFIDは、モノの位置・保管状態・移動の履歴など、
これまでは取得に手間がかかったり、見えなかったものを

可視化する役割を担っています。 18
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（注１）日本の特許は、一部、株式会社NIPへ譲渡したものがあります。
ただし業務提携を実施し当社が優先的に販売可能です。

（注２）譲渡したもの以外に、当社保有の特許は、日本だけでなくアメリカや中国で権利化されています20



株式会社RESTA（＃古着de行こか。）で採用
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同じ技術を用いた小型版も発売を開始
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23

ソフトウェアパッケージも販売



■日本の特許

・NIPに譲渡した特許 → 独占的使用権として契約！

・アスタリスクで保有 → 取得済み＆申請中

■中国の特許

・アスタリスクで保有 → 実用新案として取得済

■アメリカの特許

・アスタリスクで保有 → 特許が認可！

■ヨーロッパの特許

・アスタリスクで保有 → 現在申請中
24

Reading TUBに関する特許について



RFID関連新商品：超小型据え置き型リーダー
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RFID関連新商品：パドル型
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ASR-P252B 円偏波



27

新技術、AsCodeが使われ始めます
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29

なぜ、高速読取が可能なのか？



30

商談をし始めている利用例



IT事業部

受託開発に加え

当社パッケージを発表予定
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32

当社のAI技術を用いたパッケージアプリ例
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34

AsCodeを利用した期限管理アプリ StmA（エスティマ）

【店舗現場での革新的な利用シーン】

本アプリは、コンビニエンスストアやスーパーマーケットなど、多数の商品を取り扱う店舗での賞味期限・消費期限管理に適しています。

● 従来：1つ1つバーコードを読み取る、あるいは目視確認→ 時間と人手がかかる

● 本アプリ：数十点の商品をスマートフォンで一気に読み取り、瞬時に期限状態を色やマークで可視化

これにより、バックヤード業務の効率化、廃棄ロスの削減、スタッフ負担の軽減が実現します。

【アプリの特長】

「StmA（エスティマ）」は、Simple Threshold Markers AsCodeの意味からつけたネーミングであり、期限の閾値をシンプルで直感的な印

で把握できるアプリです。

● 期限状況を直感的に表示：期限切れ、もうすぐ

期限が切れる、もう少し余裕があるがちょっと

注意、などのステータスを決めて、それぞれ、

色（黄・赤など）＋マーク（丸、レ点、バツ、

三角など）で設定が可能

● 利用シーンの多様性：食品、駐輪場、物流資材、

各種サービス利用券などさまざまなところでの

利用が可能

● 低コストで導入可能：他システムとの連携なし

でも利用できるので、AsCodeを貼ることだけで

月額1,000円ですぐに利用が可能

10月末にリリース予定
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その他
当社パッケージ商品についても現在開発中であり
今期（20期）中に発表を目指しています。



AI事業部

顔認識に加え

AIカメラ等の販売も予定
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37

AsReader GoMA の販売を加速させます
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40

人追跡技術との融合



41

デジタルショーケース
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LM事業部

リニアモーターを事業化
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44

（今期中に事業化させるべく）現在、開発中



まとめ

20期は、次の事業部に再編成して事業拡大を目指します

DX事業部 ハンディターミナルをモバイル化へ変革

NX事業部 RFIDや、AsCodeなど新しい認識技術を世に

IT事業部 受託開発に加え、当社パッケージを発表予定

AI事業部 顔認識に加え、AIカメラ等の販売も予定

LM事業部 リニアモーターを事業化
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第二部：第19期（2025年8月期）業績報告
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（１）エグゼクティブサマリー
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（２）第19期（2025年8月期）連結業績
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2.（２）第19期（2025年8月期）連結業績
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地域別の業績推移 －売上高－

2.（２）第19期（2025年8月期）連結業績

■2025年８月期通期で1,666百万円（前年同期比5.6％増収）
日 本 1,526百万円（前年同期比 5.6％増収）
アメリカ 132百万円（前年同期比 22.8％増収）
その他 7百万円（前年同期比 70.5％減収）

■2025年８月期においては、日本および米国の両市場で

前年同期比の増収を達成しました。特に日本市場では黒
字転換を果たし、着実な回復基調を示しています。
また、米国子会社であるAsReader, Inc.においては、大

型案件の受注に向け商談を進めております。引き続き、
米国市場における売上・利益のさらなる拡大を目指し、
営業活動を推進してまいります。

2024年８月期 2025年８月期
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業績推移 －営業利益－

2.（２）第19期（2025年8月期）連結業績

■2025年８月期で▲125百万円（前年同期▲224百万円）
四半期累計期間では営業損失が続いおりますが、2024年８月期第４四半期会計

期間と2025年８月期第２四半期会計期間では営業利益を計上。

2024年８月期 2025年８月期

■売上総利益率
前期が33.8％に対して37.3％と約3.5％

の改善。前期と比較して商品評価損の計
上が少なかったことが主な改善要因とな
ります。

■販管費
前期と比較して11百万円の減少となり

ました。

■総括
2025年８月期で営業損失125百万円（前

期は224百万円の営業損失）と99百万円の
改善となりました。 52



セグメント別の業績推移 －売上高・セグメント利益－

2.（２）第19期（2025年8月期）連結業績

AsReader事業は、国内向けでは、自動販売機業界、製造業界、輸送業
界、卸売・小売業界、医療業界への販売が順調に進捗しました。一方で海
外向けでは、飲料メーカーへの追加納入がありましたが、販売が計画より
遅延している案件が発生しております。また、顔認証技術をはじめとした
新商品開発に関する費用、顔認証レジの実証店舗運営に関する費用は継続
して発生しております。以上により、前年同期に比べ売上高は増加、セグ
メント利益を確保する結果となりました。

システムインテグレーション事業は、物流業界向け、小売業界向け、医
療業界向け、不動産業界向けなどのシステム開発の納入、製造業界、小売
業界、食品業界の受注がありましたが、一部案件において進捗の遅れの発
生、継続している不採算案件に関して追加で受注損失引当金を計上したた
め、セグメント利益が前年同期に対し、大幅に減少し、セグメント損失を
計上する結果となりました。

AsReader事業 システムインテグレーション事業

2024年８月期 2025年８月期 2024年８月期 2025年８月期
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（３）第19期（2025年8月期）単体業績
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2.（３）第19期（2025年8月期）単体業績
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（４）第20期（2026年8月期）業績予想
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2.（４）第20期（2026年8月期）業績予想
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（５）その他トピックス

58



EVO FUND様の新株予約権権利行使による資金調達

2.（５）その他トピックス

EVO FUND様に対して2024年９月17日に発行した新株予約権の一部について、2025年８月期中に第
５回新株予約権640,000株の権利行使・払込が行われました。
この権利行使・払込により、資本金が176百万円、資本準備金が176百万円増加しております。
2025年８月31日時点における新株予約権の未行使残は以下のとおりです。
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第三部：その他企業情報
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（１）直近のリリース情報

2025年７月15日 ～ 2025年10月15日 発表分
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国際モダンホスピタルショウ2025に出展

３.（１）直近のリリース情報

2025年7月16日（水）〜18日（金）の3日間、東京ビッグサイト西展示棟で開催された「国際モダンホス
ピタルショウ2025」に出展しました。
『健康・医療・福祉の新たなステージ〜いのち輝く安心社会 2025〜』をテーマに、病院をはじめ、

保健･医療･福祉分野における質の向上、充実に役立つ機器、製品、システム、サービスなどを幅広く
展示し、最新情報の発信および情報交流の場を提供することにより、健康福祉社会の発展に寄与すること
を目的とした展示会です。
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AsReaderの日（8月5日）記念プレゼント発送のお知らせ

３.（１）直近のリリース情報

200名近くの方にご応募いただき、厳正な抽選の下、10名の当選者を決定しました。
AsReaderのステッカーを添えて、プレゼントはご記入された住所へ向けてお送りしました。
この度は、たくさんのご応募、並びに温かい励ましのメッセージもありがとうございました。
皆様のご期待に添えるよう、AsReaderは今後ますます進化し続けます。
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【新製品情報】スマートフォン用カバーケース型UHF帯 RFIDリーダー

「ASR-M30S」を2025年10月より発売

～壊れたRFIDタグを容易に発見できる新サービス「FIND AsCode」も同時リリース～

３.（１）直近のリリース情報

スマートフォンに装着して使用するカバーケース型UHF帯RFIDリーダー「ASR-M30S」を2025年10月よ
り出荷開始することを発表いたしました。あわせて、同リーダーと専用アプリを用いて、破損したRFIDタ
グを効率的に発見する新ソリューション「FIND AsCode（ファインドアズコード）」の提供を開始します。
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【導入事例】株式会社ラウンドワンジャパン様

３.（１）直近のリリース情報

これまで、社内のコミュニケー ションツールとして活用してきたスマートフォンに、当社のAsCamera

を組み込み、景品管理に活用されています。
iPhoneのカメラを使ってバーコードを高速に読み取るAsCameraを導入することにより、毎月の棚卸し

に掛かっていた時間を、全店舗合計1000時間節約できた事例です。
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【新製品情報】置いて繋いで、すぐに使える！

Desktopタイプのアンテナ一体型RFIDリーダー「AsReader ASR-P351N」を発表！

３.（１）直近のリリース情報

アスタリスクではPOSレジと連携させることにより、セルフレジとしてユーザーが複数の商品を入れた
買い物カゴを置くだけで、一瞬で会計までたどり着く「AsReaderリーディングタブ」を既に発売していま
す。しかし、このシステムはある程度スペースに余裕がある店舗にしか設置できないため、もっとコンパ
クトに運用したい、あるいは、レジ以外の使い方として簡単にRFIDタグを一気に読みたいというユーザー
ニーズにお応えするため、当製品を開発しました。
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“大量一気読み”AsCodeで期限管理を革新する新アプリを発表

～コンビニ・スーパーから物流まで利用可能に～

３.（１）直近のリリース情報

「StmA（エスティマ）」は、Simple Threshold Markers AsCodeの意味からつけたネーミングであり、期限の閾
値をシンプルで直感的な印で把握できるアプリです。
・期限状況を直感的に表示：期限切れ、もうすぐ期限が切れる、もう少し余裕があるがちょっと注意、などのス
テータスを決めて、それぞれ、色（黄・赤など）＋マーク（丸、レ点、バツ、三角など）で設定が可能
・利用シーンの多様性：食品、駐輪場、物流資材、各種サービス利用券などさまざまなところでの利用が可能
・低コストで導入可能：他システムとの連携なしでも利用できるので、AsCodeを貼ることだけで、月額1,000円
ですぐに利用が可能
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【導入事例】大阪医科薬科大学病院様

RFIDで実現する“Super Smart Hospital”

３.（１）直近のリリース情報

地域の基幹病院である大阪医科薬科大学病院様は、“Super Smart Hospital”構想のもと、ICTとDXによる
医療の効率化・安全化を推進されています。
その取り組みの一環として、入院患者様のリストバンドにRFIDタグを導入し、電子カルテと連携した

「患者・医療従事者・薬剤」の三点認証を実現。バーコードとRFIDの双方に対応するAsReaderコンボタ
イプを採用いただきました。

非接触での認証が可能になったことで、夜間の投薬時でも患者様の睡眠を妨げず、看護師の負担やスト
レスも大幅に軽減。医療安全と業務効率の両立を実現し、同院が目指す“温かいスマート医療”の実現に大き
く前進しました。

68



【製品発表】Bluetooth 接続の“耳を塞がない”ヘッドセット「AsReader PTT」を発表

“Air 伝導”方式により、快適で自然な通話環境を実現

３.（１）直近のリリース情報

「AsReader PTT」は、作業中でも周囲の音を自然に聞き取ることができる、“耳を塞がない”設計が特長

です。販売現場でのお客様の声、製造現場での機械の異常音、医療機関での患者の小さな異変など、作業
者の聴覚を損なうことなく、確実なコミュニケーションを支援します。
なお、2025 年11 月より提供を開始いたします。
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（２）直近の展示会出展予定
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３.（２）直近の展示会出展予定

【国内】

■リテールテックJAPAN

東京ビッグサイト東展示棟

2026年3月3日(火)～6日(金)

https://messe.nikkei.co.jp/rt/

■第7回関西物流展

インテックス大阪

2026年4月8日（水）〜10日（金）

https://www.kansai-logix.com/

【海外】

■NRF 2026 Retail's Big Show（New York）

2026年1月11日(日)～13日(火)

https://nrfbigshow.nrf.com/

■MODEX2026（Atlanta）

2026年4月13日(月)～16日(木)

https://www.modexshow.com/

■RTS26（London）

2026年4月22日(水)～23日(木)

https://www.retailtechnologyshow.com/

■RFID Journal LIVE!（Las Vegas）

2026年5月19日(火)～21日(木)

https://rfidjournallive.com/
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お問い合わせ

【お問い合わせに当たってのお願いとご注意事項】

●お問い合わせ内容によってはお答えできない場合もございます。

●下記①～④に該当するご質問は、IRからの回答を差し控えておりますので、あらかじめご了承ください。
①金融商品取引法第166条「重要事実」に該当する可能性のあるご質問
（株価に関する対策、配当・株主還元に関する内容など）

②非公開情報に関するご質問（業績動向、将来予測・見通しなど）

③株式市場の値動きに関するご質問（株価動向、テクニカル分析、売買手口など）
※当社株価の上下変動や当社が非開示の将来的な株価対策などに関し、個別にお答えすることは
差し控えております。

④誹謗中傷に該当するメッセージ（いわれのない悪口、根拠のない名誉棄損など）

●当社からご回答としてお送りするメール（電話での回答含む）は、株主・投資家の皆様からお寄せいただいたお問
い合わせなどに回答する目的で、個人宛てにお答えするものです。
その内容の一部または全部を転載、二次利用することはご遠慮ください（SNSや、株式関連サイトの掲示板への

書き込みなどもご遠慮ください）。

●各種アンケート、営業目的（売り込み目的）のお問い合わせなどにつきましては、お受けできませんのであらかじ
めご了承ください。 72



お問い合わせ

【本資料へのご意見・ご質問】

本説明会資料に関するご意見・ご質問、及び、その他ＩＲに関するご意見・ご質問は、
「ＩＲお問い合わせ」よりお問い合わせください。

【ＩＲお問い合わせ】
(URL) https://www.asx.co.jp/ir/other_info/inquiry/

当資料は、株式会社アスタリスクのコーポレートサイトに掲載いたします。
(URL) https://www.asx.co.jp/ir/library/presentations/
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